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概要
本稿は，������	
� 論文投稿用の �
���版サンプルを提供するものである．

� はじめに

本稿は， !"#�$�%&の投稿用の '��
(サンプル

を提供するものである．このサンプルは芸術科学会論文

誌のサンプルとの整合性を重要視して作成されたもので

ある．

� 投稿論文の書式

��� ページ設定およびページ数

論文本体のページ設定は，�)とする．このページ設

定で不都合なコンテンツがある場合は，静止画であって

も論文本体に含めずに添付ファイルで提出していただき

たい．

論文本体のページ数は，各会議で規定される通りと

する．

��� 論文の構成

論文本体には，まず冒頭に以下の内容を記述するこ

と．本 '��
(ファイルの冒頭部分を参照のこと．

� 論文題名（原則として，和文・英文の両方）

� 著者名（原則として，和文・英文の両方）

� 著者所属名（原則として，和文・英文の両方）

� 著者連絡先（電子メールアドレス）

� アブストラクト（原則として，和文・英文の片方）

続いて本文以降，以下の内容を記述のこと．本文の書式

は，原則として �段組とする．

� 本文（原則として，和文または英文）

� 参考文献（本文と同一の言語で）

� 図表（本文と同一の言語で）

なお  !"#�$�%& では，いわゆるダブルブライン

ドレビュー（査読者に対して著者情報を伏せた形式での

査読）を採用していない．そのため，査読原稿にあって

も，著者名，著者所属名は省略しないこと．
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� 本文執筆上の注意

��� ヘッダーとフッター

本ファイルの冒頭部には，ヘッダーとフッターの設定

が合計 +箇所ある．この部分は採録論文の最終原稿提

出時に， !"#�$�%&委員会が編集するものであるた

め，著者はこの部分を自分で編集する必要はない．

ただし， !"#�$�%&委員会の作業環境にて '��
(

のコンパイルが成立しない，などのやむを得ない状況が

発生した場合に限り，著者にヘッダーとフッターの編集

を依頼することがある．

��� 章

本文は，適当な長さで章に分けて記述すること．すべて

の章に，章題名および章番号をつけること．ただし，謝辞

および参考文献には章番号をつけなくてもよい．'��
(

で論文を執筆する場合には，�
�	��� や ��,�
�	��� を用

いて，適切な長さで文章を分けること．章番号が付加さ

れない �
�	���- や ��,�
�	���- などの利用は，原則と

して推奨しない．

��� 図表

図や表を論文本体に掲載する場合には，すべての図表

を本文から引用し，適切な位置（引用された文章に近い

位置）に表示すること．すべての図表には通し番号およ

び題名をつけること．

'��
(で論文を執筆する場合には，図を .%�ファイ

ルとして用意し，一例として /0��
環境中にて ������
�

0���
��� を用いて本文中に挿入する．図には必ず ��,
�

を付加し，本文から ��,
� を用いて参照する．本サンプ

ルの場合には，「図 �参照」というように記載すれば，適

切に ��,
� から図番号を設定してくれるはずである．

表についても同様に，��,
�を付加し，本文から ��,
�

を用いて参照する．一例として，以下の表 � をご参照

いただきたい．

表 �1 表の挿入例．

数学 英語 国語

太郎 23 4� +)

次郎 5+ �� 46

図 �1 図の挿入例．

��� 参考文献

参考文献は本文の後に全部まとめて列挙する．すべて

の参考文献は本文中で引用する．すべての参考文献には

通し番号をつける．

本稿の末尾に，英語論文と日本語論文の参考文献の一

例 7�8 7�8 を示す．原則として，著者名，タイトル，掲載

誌，（論文の場合には巻と号），ページ数，発行年を記載

すること．著書の場合には，著書を特定する情報（出版

社，!�9 など）もできる限り記載すること．なおウェ

ブサイト等を引用する場合には，この限りではない．

� まとめ

本稿では， !"#�$�%&の投稿用の '��
(版サン

プルを提供した．本サンプルに不具合が発生した場合に

は，芸術科学会にご一報をいただけると非常に幸いで

ある．

なお本サンプルの作成に際して，参考文献にも記され

ている橘らの論文 7�8の '��
(ファイルを参考にした．

参考文献
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